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【
理
事
長
あ
い
さ
つ
】

　
第
一
七
一
回
総
代
会
の
開
会
に
あ
た

り
、
一
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
日
の
総
代
会
に
は
、
ご
多
忙
中
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
ご
来
賓
と
し
て
、
西
奥
羽

土
地
改
良
調
査
管
理
事
務
所
沼
倉
最
上
川

支
所
長
、
山
形
県
村
山
総
合
支
庁
農
村
計

画
課
渡
部
課
長
、
山
形
市
農
村
整
備
課

五
十
嵐
課
長
の
ご
臨
席
を
賜
っ
て
お
り
ま

す
。
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ま
た
、
総
代
の
皆
さ
ん
に
は
、
春
の
農

繁
期
を
前
に
し
て
大
変
お
忙
し
い
中
お
集

ま
り
頂
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
は
台
風
や
梅
雨
前
線
な
ど
の
影
響

に
よ
り
風
水
害
が
各
地
で
発
生
し
、
七
月

に
は
秋
田
県
で
浸
水
被
害
が
報
告
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
近
年
自
然
災
害

の
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今

後
も
関
係
機
関
と
連
携
し
、
施
設
の
適
切

な
管
理
に
万
全
を
期
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
本
年
の
農
政
は
、
米
政
策
の
見

直
し
に
よ
り
、
米
の
生
産
調
整
（
減
反
）

が
廃
止
さ
れ
、
平
成
二
十
六
年
度
か
ら
始

ま
っ
た
経
営
所
得
安
定
対
策
に
お
け
る
米

の
直
接
支
払
い
交
付
金
も
な
く
な
り
「
平

成
三
十
年
度
問
題
」
と
言
わ
れ
る
年
が
到

来
し
、
不
安
を
含
む
ス
タ
ー
ト
に
な
り
ま

す
。
土
地
改
良
区
と
し
て
は
、
安
定
し
た

用
水
の
供
給
を
図
り
、
安
心
・
安
全
な
食

料
の
供
給
基
盤
で
あ
る
農
地
の
整
備
と
保

全
管
理
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
二
十
九
年
度
の
事
業
施
工

状
況
に
な
り
ま
す
が
、「
県
営
基
幹
水
利

施
設
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
」、

西
部
地
区
の
「
県
営
農
業
水
利
施
設
保
全

合
理
化
事
業
」
と
も
順
調
に
工
事
の
進
捗

を
見
て
お
り
、
双
方
の
事
業
と
も
平
成

三
十
一
年
度
の
完
成
に
向
け
て
、
鋭
意
、

工
事
を
施
工
中
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
平

成
三
十
年
度
か
ら
新
規
事
業
と
し
て
、
南

山
形
地
区
に
お
い
て
「
県
営
農
村
地
域
防

災
減
災
事
業
」
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
経
年
劣
化
に
よ
り

損
壊
が
確
認
さ
れ
て
い
る
谷
柏
新
堰
を
改

修
し
、
安
定
し
た
用
水
の
確
保
と
地
域
住

民
の
危
険
や
洪
水
を
未
然
に
防
止
し
、
災

害
に
強
い
農
村
づ
く
り
に
取
り
組
む
も
の

で
す
。
総
事
業
費
三
億
六
千
万
円
で
、
平

成
三
十
四
年
度
の
完
成
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
今
後
、
取
り
組
む
課
題
と
し

て
、
当
区
管
内
は
小
規
模
農
家
が
多
く
、

未
だ
に
昭
和
三
十
年
代
の
積
寒
事
業
に
よ

り
整
備
さ
れ
た
二
十
ア
ー
ル
未
満
の
区
域

が
管
内
受
益
面
積
の
半
数
以
上
と
な
っ
て

お
り
、
担
い
手
か
ら
は
区
画
拡
大
を
望
む

声
も
多
く
、
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
に
は
後

悔
が
残
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
第
十
三
期
目

の
役
員
と
し
て
、
ほ
場
の
区
画
拡
大
事
業

等
へ
の
取
り
組
み
が
重
要
な
課
題
と
認
識

し
て
お
り
、
組
合
員
は
も
と
よ
り
関
係
行

政
機
関
の
指
導
を
仰
ぎ
、
各
農
業
団
体
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
一
層
の
努
力
を
傾

注
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
賦
課
金
の
納
入
状
況
に
つ
き
ま

し
て
は
、
役
員
・
総
代
・
委
員
が
全
力
挙

げ
て
賦
課
金
徴
収
に
当
た
っ
た
結
果
、
徴

収
率
九
十
九
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
て

お
り
、過
年
度
未
納
賦
課
金
に
つ
い
て
は
、

約
五
百
万
円
を
回
収
し
て
お
り
ま
す
。
組

合
員
に
は
大
変
厳
し
い
農
業
経
営
が
強
い

ら
れ
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
土
地

改
良
区
の
運
営
は
全
て
受
益
地
に
課
せ
ら

れ
る
賦
課
金
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
お
り
、

賦
課
金
納
入
の
公
正
、
公
平
の
大
原
則
を

守
り
、
今
後
も
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
農
林
水
産
省
は
土
地
改
良
区

制
度
の
見
直
し
案
を
ま
と
め
、
土
地
改
良

法
の
一
部
改
正
案
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
今

国
会
に
提
出
さ
れ
る
見
通
し
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
改
正
の
内
容
は
、
准
組
合
員
や

参
加
組
合
員
新
設
、
理
事
構
成
要
件
の
見

直
し
な
ど
組
合
員
資
格
に
関
す
る
措
置
、

さ
ら
に
総
代
会
制
度
の
見
直
し
、
複
式
簿

記
や
員
外
監
事
の
導
入
な
ど
土
地
改
良
区

の
体
制
改
善
に
関
す
る
措
置
の
二
つ
が
大

き
な
柱
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
所
有
者
か
ら
借
り
て
耕
作
し
て
い
る

担
い
手
の
意
見
を
事
業
運
営
に
反
映
出
来

る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
担
い
手
の
た
め
の

事
業
推
進
を
図
る
こ
と
が
出
来
る
も
の
と

期
待
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
今
後
、
土

地
改
良
区
と
し
て
の
新
た
な
展
開
に
適
切

に
対
応
し
て
行
け
る
よ
う
注
視
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

平
成
三
十
年
度
予
算
等 

全
案
件
が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た

第
一
七
一
回  

総
代
会

　第
一
七
一
回
通
常
総
代
会
が
、
平
成
三
十
年
三
月
二
十
七
日
最
上
川
中
流

土
地
改
良
区
三
階
会
議
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
代
七
十
二
名
の

出
席
を
い
た
だ
き
上
程
さ
れ
た
平
成
三
十
年
度
予
算
な
ど
全
案
件
（
七
十
九

議
案
）
が
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
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［
議
決
案
件
］

議
第
一
号

　
平
成
二
十
九
年
度
県
営
基
幹
水
利
施
設

馬
見
ヶ
崎
川
合
口
頭
首
工
管
理
事
業
特
別

会
計
収
支
補
正
予
算
（
第
二
号
）

議
第
二
号

　
平
成
二
十
九
年
度
明
治
地
区
特
別
会
計

収
支
補
正
予
算
（
第
一
号
）

議
第
三
号

　
平
成
二
十
九
年
度
出
羽
地
区
特
別
会
計

収
支
補
正
予
算
（
第
一
号
）

（
他
七
十
六
議
案
）

平
成
二
十
九
年
度
補
正
予
算  

等

全
案
件
が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た

［
議
決
案
件
］

議
第
一
号

　
区
有
財
産（
不
動
産
）の
処
分
に
つ
い
て

議
第
二
号

　
平
成
二
十
九
年
度
一
般
会
計
収
支
補
正

予
算
（
第
一
号
）

議
第
三
号

　
平
成
二
十
九
年
度
県
営
基
幹
水
利
施
設

馬
見
ヶ
崎
川
合
口
頭
首
工
管
理
事
業
特
別

会
計
収
支
補
正
予
算
（
第
一
号
）

（
他
十
議
案
）

第
一
七
〇
回 

総
代
会

〔第171回総代会〕

〔第170回総代会〕

　最
上
川
中
流
土
地
改
良
区
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
農
業
農
村
整
備
事

業
の
推
進
並
び
に
当
調
査
管
理
事
務
所
の
業
務
に
御
理
解
と
御
協
力
を
い
た
だ

き
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　こ
の
度
、
四
月
一
日
付
け
で
最
上
川
支
所
長
に
就
任
致
し
ま
し
た
大
内
と
申
し

ま
す
。
実
は
私
、
当
支
所
に
平
成
二
十
八
年
八
月
一
日
付
け
で
企
画
情
報
管
理
官

と
し
て
着
任
し
、
三
年
目
を
迎
え
る
と
こ
ろ
で
す
。
支
所
長
と
し
て
ま
だ
不
慣
れ

で
御
迷
惑
を
お
掛
け
す
る
こ
と
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　さ
て
、
平
成
三
十
年
度
の
農
林
水
産
関
係
予
算
は
前
年
よ
り
減
少
さ
れ
ま
し
た

が
、
農
業
農
村
整
備
事
業
関
係
予
算
に
つ
い
て
は
、
逆
に
前
年
よ
り
約
三
百
三
十

億
円
増
加
し
て
お
り
、
平
成
二
十
九
年
度
補
正
予
算
と
合
わ
せ
ま
す
と
五
千
八
百

億
円
の
予
算
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
平
成
二
十
一
年
度
の
予
算
ま
で
復
元

し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
予
算
の
増
加
は
、
皆
様
の
御
尽
力
に
よ
る
も

の
で
あ
り
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　地
方
の
地
域
経
済
を
支
え
て
い
る
の
は
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
で
す
。
そ
の
農

業
の
基
盤
で
あ
り
生
産
を
支
え
て
い
る
農
業
水
利
施
設
を
適
切
に
維
持
管
理
し
、

農
業
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
多
面
的
機
能
を
維
持
・
発
展
さ
せ
、
次
世
代
に
継
承
し

て
い
く
こ
と
が
最
も
重
要
な
こ
と
で
す
。

　当
調
査
事
務
所
と
し
ま
し
て
は
、
地
域
農
業
の
継
続
・
発
展
と
土
地
改
良
区
並

び
に
組
合
員
の
皆
様
に
少
し
で
も
お
役
に
立
て
る
よ
う
土
地
改
良
施
設
の
機
能
診

断
や
営
農
状
況
を
踏
ま
え
た
水
利
権
調
整
を
行
う
と
と
も
に
関
係
機
関
の
皆
様
の

御
意
見
等
が
政
策
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
御

支
援
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

着
任
の
ご
挨
拶

東
北
農
政
局
西
奥
羽
土
地
改
良
調
査
管
理
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　最
上
川
支
所
長

　大
内
和
彦



平成30年度 国・県営維持管理事業特別会計収支予算

平成30年度　各特別会計収支予算

平成３０年度 国・県営維持管理事業特別会計収支予算

平成３０年度　各特別会計収支予算
181,050,000�

20,000�1,000,000�10,000�

9,190,000�

31,000,000�

70,000,000�
12,600,000�

164,690,000�

10,000�

28,040,000�

56,500,000�

21,000,000�

23,010,000�
11,620,000�

平成３０年度の一般会計収支予算及び各特別会計収支予算は、 第１７１回総代会において議決されました。

収支予算額　304,870,000 円
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平成30年度 国・県営維持管理事業特別会計収支予算

平成30年度　各特別会計収支予算

平成３０年度 国・県営維持管理事業特別会計収支予算

平成３０年度　各特別会計収支予算
181,050,000�

20,000�1,000,000�10,000�

9,190,000�

31,000,000�

70,000,000�
12,600,000�

164,690,000�

10,000�

28,040,000�

56,500,000�

21,000,000�

23,010,000�
11,620,000�

平成３０年度の一般会計収支予算及び各特別会計収支予算は、 第１７１回総代会において議決されました。

収支予算額　304,870,000 円

最上川中流だより 平成30年６月（5） 第 81 号



平成３０年度 地区除外決済金について

平成３０年度　各地区の除外決済金について
地区除外決済金を各地区毎に集計しますと、概ね次のようになります。
決済金の内訳は地区毎に異なりますので、詳しくは土地改良区までお問い合わせ下さい。

平成３０年度　各地区の賦課金について
一般会計及び各特別会計の賦課金を各地区毎に集計しますと、次のとおりです。
賦課金の内訳は地区毎に異なりますので、詳しくは土地改良区へお問い合わせ下さい。

※ 賦 課 基 準 日  …  平成30年4月1日 ※ 納 付 期 限  …
第１期 ７月３１日

第２期 １１月３０日

平成３０年度  賦課金について

最上川中流だより平成30年６月 （6）第 81 号



平成３０年度 地区除外決済金について

平成３０年度　各地区の除外決済金について
地区除外決済金を各地区毎に集計しますと、概ね次のようになります。
決済金の内訳は地区毎に異なりますので、詳しくは土地改良区までお問い合わせ下さい。

平成３０年度　各地区の賦課金について
一般会計及び各特別会計の賦課金を各地区毎に集計しますと、次のとおりです。
賦課金の内訳は地区毎に異なりますので、詳しくは土地改良区へお問い合わせ下さい。

※ 賦 課 基 準 日  …  平成30年4月1日 ※ 納 付 期 限  …
第１期 ７月３１日

第２期 １１月３０日

平成３０年度  賦課金について

最上川中流だより 平成30年６月（7） 第 81 号



 
 

                            

                            

                            

 
 

 
 
 

 
 

 

 

 
  

  
  
  

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
   

  
 

 
 

  
 

 

 
 

 
 

 
 

注意！滞納賦課金は新組合員が継承

最上川中流だより平成30年６月 （8）第 81 号



水利調整委員会　◎委員長　峯田 太一郎　　〇副委員長　大木 万之助　　櫻井 俊明

（例）施設名　 （氏名  電話番号）

●●●分水工 （●●●● 123-4567）

　当土地改良区は、用水の管理にあたり限りある水の有効利用を図るために、水利調整委員
会を設置しています。水利調整をして頂く３８名の各分水工等の水利調整委員は次の方々です。
組合員皆様の水利に関するご要望は土地改良区に直接ご連絡下さっても対応できませんので、
必ず下記の水利調整委員に連絡してください。

◇水利のご相談は水利調整委員まで◇

取水量は水利権により厳しく
制限されています。
組合員の皆様のご協力よろし
くお願いいたします。

パイプライン・用水路か
らの農業用水の掛け流し
はやめましょう。

 
 

                            

                            

                            

 
 

 
 
 

 
 

 

 

 
  

  
  
  

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
   

  
 

 
 

  
 

 

 
 

 
 

 
 

注意！滞納賦課金は新組合員が継承

最上川中流だより 平成30年６月（9） 第 81 号



平成30年度　地区管理運営委員会と担当職員

◇ 改良区全体に関すること 事務局長 進　藤　耕　司
◇ 総務に関すること 総務課長 齊　藤　和　夫
◇ 会計に関すること 会計主事 羽　角　正　明
◇ 財務に関すること 次長（兼）財務課長 鈴　木　秀　樹
◇ 管理に関すること 次長（兼）管理課長 原　田　正　昭

　当土地改良区には、10の管理運営委員会と2つの維持管理委員会、1つの委員会があり、それぞれの地区の運
営・維持管理・賦課金の督励・役員候補者の推薦などの業務を担っております。

事務局長
進藤耕司

課　員

課　員

課　員

係　員

補助員多面的機能支払
統括　石山廣昭（兼務）

農地耕作条件改善
統括　石山廣昭（兼務）

総　務　係
係長　齊藤和夫（兼務） 遠藤愛実（主事）     伊瀬谷智保（事務雇員）

寒河江秀明（主事）  金澤千春（事務雇員）
佐藤善啓（主事補）  安達久美子（再雇用）

秋葉真理（主事）
三嶽　徹（主事補）
佐々木結花（事務雇員）

細野　諭（主任）  後藤竜也（技師補）
山本竜也（技師）  畑由美子（事務雇員）
有路　樹（技師）

柴崎健一（兼務）
加藤裕二（兼務）
品川康臣（兼務）

細野　諭（兼務）
山本竜也（兼務）
有路　樹（兼務）
後藤竜也（兼務）

後藤竜也（兼務）
秋葉真理（兼務）
各地区担当

細野　諭（兼務）
山本竜也（兼務）
有路　樹（兼務）

会　計　係
係長　羽角正明（兼務）

管　財　係
係長　品川康臣

賦課徴収係
係長　大狹間邦晃（兼務）

管　理　係
係長　加藤裕二

水　利　係
係長　柴崎健一

係　　　員
寒河江秀明（兼務）
佐藤　善啓（兼務）
安達久美子（兼務）

管　理　課
次長（兼）課長　原田正昭
総 括 主 幹　石山廣昭 各地区担当

財　務　課
次長（兼）課長　鈴木秀樹　
総 括 主 幹　大狹間邦晃

総　務　課
課　　長　齊藤和夫
会計主事　羽角正明

庶　務　係
係長　羽角正明（兼務）

～慰霊塔について～
最上川より山形盆地へ水を引くため
に建設された西部幹線トンネルの施
工にあたり、２度のガス爆発事故が
起こり、18名の尊い命が亡くなりま
した。その方々を祀るための石碑で
あります。【利水豊穣祭】 【慰霊塔参拝】

［平成30年４月20日］利水豊穣祭・慰霊塔参拝

農村地域防災減災事業農村地域防災減災事業南山形地区（谷柏新堰）南山形地区（谷柏新堰）

当該水路は、供用開始から40年以上経過して
おり経年劣化等による損壊も確認され、家屋
及び農用地への被害をもたらす危険性が極め
て高いことから、老朽化した施設を改修し、
被害を未然に防止するものです。

【 概　要 】

管
理
運
営
委
員
会
だ
よ
り

十
文
字
畑
地
か
ん
が
い
地
区
委
員
会 

　
委
員
長
　
髙

　梨

　三
知
宏

　
十
文
字
地
区
は
、
立
谷
川
工
業
団
地
の
南
側
、
立
谷
川
と
高
瀬
川
の
扇
状
地

区
に
位
置
し
て
お
り
、
古
来
よ
り
旱
魃
地
帯
と
し
て
苦
慮
し
て
き
ま
し
た
。
旱

魃
地
帯
で
あ
り
、
農
作
物
の
生
産
が
難
し
い
地
区
で
あ
っ
た
た
め
、
水
不
足
の

解
決
が
急
が
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
課
題
を
解
決
す
べ
く
、
耕
作
農
民
有
志
に

よ
り
、
地
下
水
に
よ
る
畑
地
か
ん
が
い
事
業
を
中
心
と
し
た
事
業
が
計
画
さ
れ
、

九
十
余
名
の
賛
同
を
も
っ
て
十
文
字
畑
地
灌
漑
組
合
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
事
業
は
、
集
水
暗
渠
に
よ
る
パ
イ
プ
配
管
方
式
で
、
行
政
機
関
や
Ｊ
Ａ

山
形
並
び
に
最
上
川
中
流
土
地
改
良
区
な
ど
の
全
面
的
な
協
力
に
よ
り
、
事
業

を
遂
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
事
業
内
容
は
、
パ
イ
プ
総
延
長
約
十
二
km
、

か
ん
が
い
面
積
は
約
三
十
ha
の
規
模
で
、
昭
和
五
十
一
年
に
着
工
と
な
り
、
そ

の
工
事
の
中
で
も
配
管
埋
設
工
事
は
組
合
員
の
全
面
的
な
る
協
力
に
よ
り
行
わ

れ
、
組
合
員
の
方
々
の
手
に
よ
り
施
工
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
に
よ
り
か
ん

が
い
用
水
の
安
定
確
保
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
整
備
さ
れ
た
施
設
を
、
当
地
区
の
維
持
管
理
事
業
と
し
て

バ
ル
ブ
の
水
漏
れ
点
検
約
三
百
五
十
箇
所
、
凍
結
や
農
機
具
等
の
接
触
に
よ
る

破
損
の
修
繕
等
を
行
い
管
理
し
て
お
り
ま
す
。

　
事
業
が
行
わ
れ
た
当
初
は
、
バ
ル
ブ
を
回
す
と
水
が
出
る
と
組
合
員
の
方
に

喜
ば
れ
ま
し
た
が
、
当
地
区
も
農
業
の
環
境
が
大
き
く
変
わ
り
、
農
業
従
事
者

の
高
齢
化
、
後
継
者
の
減
少
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
遊
休
地
及
び
耕
作
放
棄
地

も
見
ら
れ
、
農
地
の
荒
廃
化
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
今
年
は
本
管
の
劣

化
に
よ
る
亀
裂
が
多
く
発
生
し
、
組
合
員
の
方
々
へ
不
便
を
か
け
て
し
ま
い
ま

し
た
。
施
設
の
老
朽
化
が
進
み
不
具
合
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
こ
の

よ
う
な
状
況
へ
の
対
応
が
課
題
に
な
り
ま
す
が
、
今
後
、
維
持
管
理
委
員
会
と

し
て
組
合
員
の
利
便
性
を
図
る
た
め
役
員
一
同
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
皆

様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

 

新規土地改良事業について

事 業 主 体
実 施 期 間
概 算 事 業 費

負 担 区 分

山形県
平成３０年度～平成３４年度（予定）
３６０，０００千円

国庫負担５５％ ・ 県費負担３１％
市負担　１４％ ・ 地元負担　０％

最上川中流だより平成30年６月 （10）第 81 号



平成30年度　地区管理運営委員会と担当職員

◇ 改良区全体に関すること 事務局長 進　藤　耕　司
◇ 総務に関すること 総務課長 齊　藤　和　夫
◇ 会計に関すること 会計主事 羽　角　正　明
◇ 財務に関すること 次長（兼）財務課長 鈴　木　秀　樹
◇ 管理に関すること 次長（兼）管理課長 原　田　正　昭

　当土地改良区には、10の管理運営委員会と2つの維持管理委員会、1つの委員会があり、それぞれの地区の運
営・維持管理・賦課金の督励・役員候補者の推薦などの業務を担っております。

事務局長
進藤耕司

課　員

課　員

課　員

係　員

補助員多面的機能支払
統括　石山廣昭（兼務）

農地耕作条件改善
統括　石山廣昭（兼務）

総　務　係
係長　齊藤和夫（兼務） 遠藤愛実（主事）     伊瀬谷智保（事務雇員）

寒河江秀明（主事）  金澤千春（事務雇員）
佐藤善啓（主事補）  安達久美子（再雇用）

秋葉真理（主事）
三嶽　徹（主事補）
佐々木結花（事務雇員）

細野　諭（主任）  後藤竜也（技師補）
山本竜也（技師）  畑由美子（事務雇員）
有路　樹（技師）

柴崎健一（兼務）
加藤裕二（兼務）
品川康臣（兼務）

細野　諭（兼務）
山本竜也（兼務）
有路　樹（兼務）
後藤竜也（兼務）

後藤竜也（兼務）
秋葉真理（兼務）
各地区担当

細野　諭（兼務）
山本竜也（兼務）
有路　樹（兼務）

会　計　係
係長　羽角正明（兼務）

管　財　係
係長　品川康臣

賦課徴収係
係長　大狹間邦晃（兼務）

管　理　係
係長　加藤裕二

水　利　係
係長　柴崎健一

係　　　員
寒河江秀明（兼務）
佐藤　善啓（兼務）
安達久美子（兼務）

管　理　課
次長（兼）課長　原田正昭
総 括 主 幹　石山廣昭 各地区担当

財　務　課
次長（兼）課長　鈴木秀樹　
総 括 主 幹　大狹間邦晃

総　務　課
課　　長　齊藤和夫
会計主事　羽角正明

庶　務　係
係長　羽角正明（兼務）

～慰霊塔について～
最上川より山形盆地へ水を引くため
に建設された西部幹線トンネルの施
工にあたり、２度のガス爆発事故が
起こり、18名の尊い命が亡くなりま
した。その方々を祀るための石碑で
あります。【利水豊穣祭】 【慰霊塔参拝】

［平成30年４月20日］利水豊穣祭・慰霊塔参拝

農村地域防災減災事業農村地域防災減災事業南山形地区（谷柏新堰）南山形地区（谷柏新堰）

当該水路は、供用開始から40年以上経過して
おり経年劣化等による損壊も確認され、家屋
及び農用地への被害をもたらす危険性が極め
て高いことから、老朽化した施設を改修し、
被害を未然に防止するものです。

【 概　要 】

管
理
運
営
委
員
会
だ
よ
り

十
文
字
畑
地
か
ん
が
い
地
区
委
員
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委
員
長
　
髙

　梨

　三
知
宏

　
十
文
字
地
区
は
、
立
谷
川
工
業
団
地
の
南
側
、
立
谷
川
と
高
瀬
川
の
扇
状
地

区
に
位
置
し
て
お
り
、
古
来
よ
り
旱
魃
地
帯
と
し
て
苦
慮
し
て
き
ま
し
た
。
旱

魃
地
帯
で
あ
り
、
農
作
物
の
生
産
が
難
し
い
地
区
で
あ
っ
た
た
め
、
水
不
足
の

解
決
が
急
が
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
課
題
を
解
決
す
べ
く
、
耕
作
農
民
有
志
に

よ
り
、
地
下
水
に
よ
る
畑
地
か
ん
が
い
事
業
を
中
心
と
し
た
事
業
が
計
画
さ
れ
、

九
十
余
名
の
賛
同
を
も
っ
て
十
文
字
畑
地
灌
漑
組
合
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
事
業
は
、
集
水
暗
渠
に
よ
る
パ
イ
プ
配
管
方
式
で
、
行
政
機
関
や
Ｊ
Ａ

山
形
並
び
に
最
上
川
中
流
土
地
改
良
区
な
ど
の
全
面
的
な
協
力
に
よ
り
、
事
業

を
遂
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
事
業
内
容
は
、
パ
イ
プ
総
延
長
約
十
二
km
、

か
ん
が
い
面
積
は
約
三
十
ha
の
規
模
で
、
昭
和
五
十
一
年
に
着
工
と
な
り
、
そ

の
工
事
の
中
で
も
配
管
埋
設
工
事
は
組
合
員
の
全
面
的
な
る
協
力
に
よ
り
行
わ

れ
、
組
合
員
の
方
々
の
手
に
よ
り
施
工
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
に
よ
り
か
ん

が
い
用
水
の
安
定
確
保
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
整
備
さ
れ
た
施
設
を
、
当
地
区
の
維
持
管
理
事
業
と
し
て

バ
ル
ブ
の
水
漏
れ
点
検
約
三
百
五
十
箇
所
、
凍
結
や
農
機
具
等
の
接
触
に
よ
る

破
損
の
修
繕
等
を
行
い
管
理
し
て
お
り
ま
す
。

　
事
業
が
行
わ
れ
た
当
初
は
、
バ
ル
ブ
を
回
す
と
水
が
出
る
と
組
合
員
の
方
に

喜
ば
れ
ま
し
た
が
、
当
地
区
も
農
業
の
環
境
が
大
き
く
変
わ
り
、
農
業
従
事
者

の
高
齢
化
、
後
継
者
の
減
少
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
遊
休
地
及
び
耕
作
放
棄
地

も
見
ら
れ
、
農
地
の
荒
廃
化
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
今
年
は
本
管
の
劣

化
に
よ
る
亀
裂
が
多
く
発
生
し
、
組
合
員
の
方
々
へ
不
便
を
か
け
て
し
ま
い
ま

し
た
。
施
設
の
老
朽
化
が
進
み
不
具
合
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
こ
の

よ
う
な
状
況
へ
の
対
応
が
課
題
に
な
り
ま
す
が
、
今
後
、
維
持
管
理
委
員
会
と

し
て
組
合
員
の
利
便
性
を
図
る
た
め
役
員
一
同
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
皆

様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

 

新規土地改良事業について

事 業 主 体
実 施 期 間
概 算 事 業 費

負 担 区 分

山形県
平成３０年度～平成３４年度（予定）
３６０，０００千円

国庫負担５５％ ・ 県費負担３１％
市負担　１４％ ・ 地元負担　０％

最上川中流だより 平成30年６月（11） 第 81 号

地区委員会 委　員　長　（☎） 副　委　員　長　（☎） 地区担当職員

１ 明 治 東海林貞悦（684-1672） 伊藤喜久雄（684-0572） 寒河江秀明 品川　康臣

２ 出 羽 海和　盛行（684-8604） 丸子　　宏（684-5848） 秋葉　真理 細野　　諭小林　康弘（684-7921）
３ 千 歳 渡邉　欣一（681-0404） 設楽　勝利（684-4034） 有路　　樹 佐藤　善啓

４ 北 部 丹野才兵衛（681-8099） 長岡　幸一（681-1611） 加藤　裕二 遠藤　愛実

５ 八 ヶ 郷 遠藤　　勇（681-1902） 前田　信雄（681-8537） 大狹間邦晃 柴崎　健一

６ 中 部 大築　義雅（643-8555） 斎藤　嘉雄（684-0038） 山本　竜也 寒河江秀明

７ 南 山 形 須貝　俊美（688-5870） 古頭金一郎（688-2110） 石山　廣昭 柴崎　健一

８ 久保手・隔間場 井上　隆市（672-1482） 渡辺佐登志（644-8087） 秋葉　真理 有路　　樹井上　健吉（673-4279）

９ 西
部
１～２工区 広谷五郎左エ門（643-2642） 粟野　省三（688-3493） 大狹間邦晃 山本　竜也
３～６工区 加藤　裕二 三嶽　　徹

10 玉 虫 江口　順市（664-6712） 武田　　正（664-5746） 品川　康臣 後藤　竜也

11 出 羽・ 明 治 海和　盛行（684-8604） 東海林貞悦（684-1672） 細野　　諭 後藤　竜也

12 成 沢 三澤　直己（688-4243） 岡崎　清一（688-5766） 寒河江秀明

13 十 文 字 髙梨三知宏（687-4700） 高橋　正善（687-3824） 遠藤　愛実



最上川中流土地改良区

平成31年度  職員募集のお知らせ
最上川中流土地改良区では平成31年度採用の職員を募集します。
詳細については、ホームページ並びにハローワーク山形でご確認ください。

募集職種　一般職（事務・技術）
募集人数　若干名
応募資格
・昭和57年４月２日以降生まれた方で、高等学校以
上を卒業した方。

・普通自動車運転免許を取得している方。または採
用時まで取得見込みの方。

選　　考　書類選考後、該当者に試験日を通知
　・第１次試験（教養試験・性格診断検査・作文試験）
　　　期　日　平成30年11月25日（日）
　　　場　所　山形県土地改良事業団体連合会
　　　　　　　（山形市松栄一丁目7－48）
　・第２次試験（個別面接）
　　　第１次試験合格者について当改良区で実施

受付期間
　平成30年10月１日（月）～10月31日（水）
　午前９時から午後４時（但し、土・日曜及び祝祭
日は除く）
　郵送の場合、10月31日（水）必着
申込方法
　ハローワークを通じ、履歴書及び卒業証明書（卒
業見込証明書）を同封して事務所まで持参、または
次の住所まで郵送してください。
受験申込み・問合せ先
　最上川中流土地改良区　総務課
　　〒990-2476　山形市飯沢62番地の２
　　TEL：023－645－1210（代表）
　　HP：http://www.mogami-churyu.jp

会　長：東海林貞悦（ふる里明治100の会）
副会長：高瀬　傳七（上谷柏水土里育むみんなの会）
　〃　：粟野　省三（本沢地区豊かな地域づくり協議会）
※任期は平成31年４月13日までとなります。

多面的機能支払連絡協議会
小林幸一郎前会長（大曽根ふるさと創成会）の退任に伴い、下記の
通り、新体制となりました。

東海林会長粟野副会長 高瀬副会長

多面的機能支払交付金活動組織紹介
久
保
手・隔
間
場
地
域
資
源
保
全
会

代
表

　井

　上

　清

　治

　当
保
全
会
は
、
上
山
市
域
三
十
八
ha
、
山
形
市
域
三
十
七
ha
、

計
七
十
五
ha
の
農
地
を
久
保
手
地
区
五
十
七
人
、
隔
間
場
地

区
十
六
人
、
み
は
ら
し
地
区
十
四
人
な
ど
合
計
百
五
人
の
会

員
で
保
全
に
努
め
て
い
ま
す
。

　事
業
の
特
徴
は
、
こ
れ
ま
で
地
先
耕
作
者
が
担
っ
て
き
た

道
水
路
管
理
を
継
続
し
、
草
刈
り
な
ど
の
管
理
費
用
の
一
部

を
新
た
な
仕
組
み
で
直
接
支
払
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　支
払
額
は
、
百
二
十
五
万
円
／
年
程
度
で
す
が
、
道
水
路

の
適
正
管
理
と
農
家
へ
の
経
費
補
填
な
ど
を
目
的
と
し
た
も

の
で
、
会
員
か
ら
も
好
評
で
す
。

　ま
た
、
区
域
内
の
未
整
備
道
水
路
は
、
こ
の
事
業
を
有
効

に
活
用
し
順
次
整
備
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
不
十
分
で
す
。

継
続
し
て
計
画
的
に
整
備
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　区
域
内
で
は
、
高
齢
化
の
進
行
や
廃
業
な
ど
に
よ
り
農
地

の
荒
廃
が
進
み
、
地
域
や
会
員
の

方
々
の
大
き
な
不
安
と
な
り
年
々

拡
大
し
て
い
る
気
が
し
ま
す
。

　農
地
保
全
は
、
自
助
努
力
を
基

本
と
し
ま
す
が
、
課
題
も
多
く
個

人
対
応
で
は
限
界
が
あ
り
ま
す
の

で
現
状
に
即
し
た
柔
軟
な
支
援
と

関
係
機
関
の
濃
密
連
携
が
必
要
で

す
。
当
保
全
会
と
し
て
は
、
こ
の

事
業
の
抑
制
効
果
に
期
待
し
、
農

地
保
全
の
目
的
が
達
成
さ
れ
る
よ

う
願
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
保
全
会
の
重
大
な
役
割

を
肝
に
銘
じ
、
今
後
の
活
動
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
会
員
各

位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

【農道舗装（直営工事）】 【草刈り作業】
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